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JR東日本概要 

駅 東京圏ﾈｯﾄﾜｰｸ 新幹線ﾈｯﾄﾜｰｸ 

1日約1,650万人のお客さま 

社会的使命 
責任の重さ 

多彩な事業 
フィールド 

人材の多様性 
社員6万の力 

地域に生きる。世界に伸びる。 
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●無限の可能性の追求 
 
 
 
 
 
 
 
 

●変わらぬ使命 
 
 
 
 
 
 
 
 

1「 きわめる」究極の安全に向けて  
  〜災害に強い鉄道づくり〜 

2「 みがく」サービス品質の改革  
  〜鉄道ネットワークの拡充等〜 

3「 ともにいきる」地域との連携強化  
  〜震災からの復興、観光流動の創造と 

   地域の活性化〜 

１「ひらく」技術革新  
  〜エネルギー・環境戦略の構築、 

   ICTの活用、高速化〜 

２「のびる」新たな事業領域への挑戦  
  〜グローバル化〜 

３「 はばたく」人を伸ばし、人を活かす 
  企業風土づくり 

グループ経営構想 V  



●誰にでも分かり易い鉄道ナビゲーション 

●エキナカでの円滑な移動サポート 

個人に最適化した情報発信 高機能で分かり易い案内サイン 

タッチレスゲート 駅ナカ移動サポート 

最近の研究開発テーマ 



トレイン・ネット(1) 

品川 

山手線 

★東京駅の手前で東京に関する情報が得られる ★品川駅の手前で品川に関する情報が得られる 

・車内のＬＥＤや液晶ディスプレイ、掲示物から、欲しい情報を得ていた 

・お客さま自身がウェブ等から欲しい情報を検索して探し出していた 

・お客さまがご乗車中の列車位置に応じた 
 情報が、手元でリアルタイムに得られる 

停車駅案内 沿線ニュース 

今回のサービスで・・・ 

これまでの列車の中では・・・ 

停車駅案内 沿線ニュース 

東京 
・多様でおトクな沿線の情報がタイム
リーに 
  届けられる 



2014/5/19 

トップ画面 運行情報 駅構内案内 車内状況 クーポン 

車内設置の 
アンテナ 

Wi-Fi通信により、列車位置に応じた車
内や沿線の情報をタイムリーに発信 

車内でのサービスイメージ 

提供する情報（例） 

トレイン・ネット (2) 

2011・12年度に試験 
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JR東日本アプリ(2014年3月10日〜) 



2013年10月〜12月柏市・東大と連携して試行 
◆柏駅を中心とした鉄道 （JR常磐線・東武野田線)・路線バ
ス・コミュニティ情報App 

公共交通と地域コミュニティ情報の連携による地域生活をサポートする
双方向情報プラットフォーム構築  

柏市公共交通情報連携アプリ 



情報流通連携基盤の構築（総務省） 

情報流通連携基盤共通ＡＰＩ 

＜防災情報サービス＞ 

浸水危険エリア 

避難勧告エリア 

＜公共交通情報サービス＞ ＜地盤情報サービス＞ 

様々な情報の組み合わせ 

＜国・地方公共団体が持つ情報＞ ＜民間が持つ情報＞ 

被害情報 避難所情報 行政情報 観光・イベント 電車・バス 
運行情報等 

気象情報 地盤情報 

情報ソース（例） 

遅延情報 

リアルタイム 
位置情報 

国・県・市町村の 

地盤情報を一覧表示 



列車運行 
データ 

メンテナンス
データ(設備) 

Ｓｕｉｃａ 
データ 

切符等 
販売データ 小売データ 

メンテナンス
データ(車両) 

売上情報 

お客様の声 

鉄道は、大量のデータ保有 

DB 

※データには従来型の構造データに加え、 
  非構造データ（静止画、音声、動画テキスト）も含む 

あらゆるデータの 

データスペース化 

気象・気候 
データ 

他交通機関 
運行状況 

SNS 
データ 

外部のデータ 

も活用する 

・お客さまサービス
の品質向上 

 

・業務革新 

今後のビッグデータの利活用 

分析・
利活用 
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